
０７／０６／１０  礼拝メッセージ（１）  ステイーブ・ローソン博士 
 
主  題：あなたはキリストに会う準備ができているか 

聖書箇所；コリント人への手紙第一 １５章５１〜５８節 
 

近藤牧師からステイーブ・ローソン博士の紹介：先生はアラバマ州モービルにあるクライスト・フェロ

ーシップ・バプテスト教会の牧師です。毎春、ロサンゼルスのグレイス・コミュミティー教会でもたれ

る「牧師カンファレンス」で、メインゲストとしてみことばを取り次いでくださっています。今年、先

生と直接お話する機会があり、思ってもいなかったことですが、こうして浜寺に来ていただくことがで

きました。先生は恐らく、どこの国のどこの教会でもお招きしたいとしている先生方の中のお一人です。 

私たちは主のみわざを感謝し期待しながらこの時間を迎えたいと思います。 

メッセージ：初めに、今日こうして皆さんといっしょにいることができることは私にとって誇りであり、

また、特権だと思っています。この機会を期待してしばらくの間思い続けて来ました。神が私をここに

導いてくださったのは特別な目的があると確信しています。そして、私たちが今日ここにいるというこ

とは、何らかの方法で神が導いてくださっていると確信を持っています。神は私たちの足を一歩一歩導

いてここに置いてくださっているのです。ですから、神が私たちに願っておられるすべてのことをしっ

かり掴み取ることができるようにと願っています。メッセージを進める前に、私は皆さんの牧師先生を

誉めたいと思います。私たちが知っていることは、この神の王国の中にあってもすばらしい牧師のひと

りであるということです。彼は神のみことばを取り次ぐすばらしい賜物を受けた人物です。そして、私

にとってこの講壇に立ってメッセージを取り次ぐことができることはすばらしいことだと思っています。

ここからみことばが本当に注意深く語られているから、そして、イエス・キリストがここで崇められて

いるから、ここに立つことができるその招待をしてくださったことを本当に感謝しています。 

どうぞ、コリント人への手紙第一をお開きください。今日のメッセージのタイトルは「最後の世代」

です。皆さんにキリストの再臨についてお話ししたいと思います。そして、皆さんにキリストがやって

来ることに準備ができるようにしていただきたい、これ以上にすばらしい箇所はないと思います。耳あ

る者は聞くべきです！ 

「15:51 聞きなさい。私はあなたがたに奥義を告げましょう。私たちはみなが眠ってしまうのではなく、みな変え

られるのです。:52 終わりのラッパとともに、たちまち、一瞬のうちにです。ラッパが鳴ると、死者は朽ちないも

のによみがえり、私たちは変えられるのです。:53 朽ちるものは、必ず朽ちないものを着なければならず、死ぬも

のは、必ず不死を着なければならないからです。:54 しかし、朽ちるものが朽ちないものを着、死ぬものが不死を

着るとき、「死は勝利にのまれた。」としるされている、みことばが実現します。:55 「死よ。おまえの勝利はど

こにあるのか。死よ。おまえのとげはどこにあるのか。」:56 死のとげは罪であり、罪の力は律法です。:57 しか

し、神に感謝すべきです。神は、私たちの主イエス・キリストによって、私たちに勝利を与えてくださいました。:58 

ですから、私の愛する兄弟たちよ。堅く立って、動かされることなく、いつも主のわざに励みなさい。あなたがた

は自分たちの労苦が、主にあってむだでないことを知っているのですから。」 

 イエスが再びやって来られるときに、最後の世代の人たちがここに生きて存在しているのです。そこ

には死を経験することがない最後の世代のクリスチャンの人たちがいるのです。ある日突然、私たちが

予期しないときに、キリストは空の上に現われます。そして、イエスはその花嫁である教会のためにや

って来て、その花嫁を天に連れて行くのです。そして、主ご自身が天からやって来られて、叫び声とと

もに降りて来られるのです。そして、天使長の声が聞こえます。そして、神のラッパが鳴り響きます。

そして、教会は天へと取り上げられて空へと上がって行くのです。このときに生きているクリスチャン

の世代は、一度も死を経験することはありません。彼らは決してその鉄の刃のような死を経験すること

がないのです。この最後の世代のクリスチャンたちというのはまるでエノクのような存在です。彼は主

とともに歩いていて、ある日突然、主によって天に上げられたのです。この最後の世代のクリスチャン

たちというのは預言者エリヤのようなものです。エリヤは神によって燃える馬車に乗って天に上げられ

て行ったのです。それが私たちにも起こるのです。 

 キリストはいつ来てもおかしくないのです。神、イエスは、今日来てもおかしくありません。そして、

イエスが今日やって来られるときに私たちは天へと上げられるのです。キリストが最初にやって来たと

きからずっと、このことはすべてのクリスチャンの希望なのです、過去２０００年間にあるすべてのク

リスチャンの希望であり続けるのです。キリストがやって来るというその予期のもとにそれらの人たち

は生き続けて来ました。そして、彼らは自分の生涯のうちにキリストがやって来ると考えたのです。パ

ウロもそのように感じていました。パウロ自身もキリストがやって来るときに私はまだ生きていると思



ったのです。パウロも自分自身がクリスチャンの最後の世代に存在する者であると考えていたのです。

このことを５１節に見ることができます。ここで彼は「私たちは」と言って自分自身を最後の世代に入れ

たのです。彼は、私たちは眠っているのではなくて私たちはすぐに変えられると言うのです。そして、

５２節でもまた言います、「私たちは変えられるのです」と。彼は私も最後の世代に含まれていると言って

いるのです。イエスがやって来るときに彼も生きているのだと。この２０００年後の今、私たちはもっ

とそのように思っていなければいけないのです。毎日のあらゆる瞬間を私たちはその期待のもとに生き

ていなければいけないのです。今日、皆さんにキリストの再臨の日のために生きていただきたいと思い

ます。皆さんにキリストの再臨を予想して、今かと今かとその再臨を待ち望んでほしいのです。テトス

２：１３は私たちがこのすばらしい望みを待ち望んでいるべきだと言います。「祝福された望み、すなわち、

大いなる神であり私たちの救い主であるキリスト・イエスの栄光ある現われを待ち望むようにと教えさとしたから

です。」、そして、私たちの偉大な栄光に満ちたイエス・キリストの再び現れる日を待ち望むべきだと言

います。 
Ⅰペテロ１：１３は「ですから、あなたがたは、心を引き締め、身を慎み、イエス・キリストの現われのとき

あなたがたにもたらされる恵みを、ひたすら待ち望みなさい。」、皆さんの心を引き締めて、キリストの現わ

れるときのために、しっかりとそこに目を向けているようにと言っています。皆さんはどうぞこの最後

のトランペットの鳴り響くことを待ち望んでいただきたいのです。皆さんに知っていただきたいことは、

最高のものはまだ来ていないということです。神が私たちのために備えてくださっているものだから。

私たちがこのみことばを見て行くときに、ここに三つの主要となる事柄があります。 
１．５１節 奥義を告げましょう 

２．５２−５７節 やって来るその瞬間の説明 

３．５８節 私たちの働きが堅固なものにされる 

☆最後の世代 
１．奥義が告げられる  ５１節 

 パウロはここで「聞きなさい。私はあなたがたに奥義を告げましょう。」と言います。この「聞きなさい」

ということばは「注意を向けなさい」ということです。これはまるでイエスが「まことに、まことにあ

なたがたに告げます」と言うのと同じです。パウロがここから言うことはすべて重要なことだったので

す。けれども、ある事柄はそれ以上に非常に重要なことだったのです。この「聞きなさい」ということ

ばはパウロがこれは非常に重要だと言っているのです。「私は奥義を告げる」と、パウロはカーテンを取

り除いているのです。そして、以前は隠されていたものが何なのか明らかにしているのです。この「奥

義」ということば、このことばは以前隠されていた「真理」のことです。けれども、今、新約聖書の中

にあって明らかにされたものです。この「真理」は今まで隠されて来たものです。けれども、私たちに

対して今、新約聖書の中で明らかにされているのです。これは、何と驚くべき宣言なのでしょう。神が

以前は隠されたものを私たちに示してくださっているのです。これは神がキリストの再臨に関して隠し

ておられた真理を私たちに明らかにされているのです。新約聖書の中には幾つかのこのような奥義とい

うのがあります。それが私たちに今明らかにされているのです。例えば、ローマ人への手紙１１：２５

「兄弟たち。私はあなたがたに、ぜひこの奥義を知っていていただきたい。それは、あなたがたが自分で自分を賢

いと思うことがないようにするためです。その奥義とは、イスラエル人の一部がかたくなになったのは異邦人の完

成のなる時までであり、」と、これはイスラエルの民の心がかたくなにされる、異邦人のときが満ちる、

そのときまでかたくなにされるということです。また、エペソ人への手紙３：４－６「それを読めば、私

がキリストの奥義をどう理解しているかがよくわかるはずです。:5 この奥義は、今は、御霊によって、キリスト

の聖なる使徒たちと預言者たちに啓示されていますが、前の時代には、今と同じようには人々に知らされていませ

んでした。:6 その奥義とは、福音により、キリスト・イエスにあって、異邦人もまた共同の相続者となり、とも

に一つのからだに連なり、ともに約束にあずかる者となるということです。」、ここでは教会の中における異

邦人とユダヤ人の一致ということです。コロサイ人への手紙１：２７では「神は聖徒たちに、この奥義が異

邦人の間にあってどのように栄光に富んだものであるかを、知らせたいと思われたのです。この奥義とは、あなた

がたの中におられるキリスト、栄光の望みのことです。」、これは私たちクリスチャンの中にキリストがいて

くださる栄光の望みのことです。旧約聖書の時代、このようなことは全く信徒には思いもつかなかった

ことです。メシヤが信徒のうちに事実住んでくださるなんて…。けれども、新約の時代になってその真

理は明らかにされたのです。 

新約聖書の中にはまだ他の奥義があります。けれども、ここに記されている奥義はその中でもすばら

しい奥義の一つです。教会が空中に携挙されるその真理です、そして、クリスチャンの世代が死を味わ

うことがない、その世代があるという、その奥義を５１節で説明し始めるのです。これが奥義です。「私



たちはみなが眠ってしまうのではなく、」、この「私たち」というのは信徒すべてを表わします。彼がこの

ように言うとき、「私たちは死なない」と言っているのです。つまり、クリスチャンの中には死を見ない

世代があるということです。「眠ってしまう」、この「眠る」というのは新約聖書の中では「死」という

ことばに置き換えることができることばの一つです。クリスチャンが死ぬ時にその人のたましいはすぐ

に神のもとに行きます。パウロは、肉体から離れたなら、それは神の目の前にいるということであると

言います。私たちのたましいは眠ることはありません。神の目の前にあって私たちのたましいは今まで

以上に起きているのです。けれども、私たちのからだが墓に入れられたときに、そこにはただ横たわっ

てまるで眠っているかのように見えるのです。そして、これが寝ているように見えるということ、また、

寝ているというのは、いつの日か必ず起きるということを言っているのです。そして、そのときにすば

らしい復活が起こるのです。この「眠る」ということばは信徒が「死んだ」状態を表わします。ヨハネ

１１章にラザロが死んだことが記されていますが、その時、イエスは「わたしたちの友ラザロは眠っていま

す。」と言われました。つまり、彼のからだは終わりの日によみがえることを言っているのです。使徒の

働き７章でステパノが石打されて死んだとき、ルカはそこで彼は「眠りについた」と記しています。Ⅰコ

リント１５章の最初の部分６節でも、「すでに眠った者もいくらかいます。」とあります。つまり、キリス

トが再びやって来られる前に、彼らはすでに死んでしまったということを表わしています。ですから、

パウロが「私たちはみなが眠ってしまうのではなく、」と言ったときに、それはある人たちは死を経験しな

い、この「死」という経験を通らずに過ごすことができる人たちがいるということです。なぜなら、私

たちはキリストと空中において会うことができるからです。 

そして、私たちに５１節の最後で、私たちがキリストがやって来られるときに生きているとするなら、

私たちは「みな変えられる」と言います。それは大きな変革です。その瞬間に私たちのからだは大きく変

わるのです。そして、私たちのたましいも変えられるのです。私たちは罪の性質が全くない者となり、

そして、私たちは栄光を受けるのです。イエス・キリストのようなものに私たちは変えられるのです。

私はそれがどのように変えられるかという詳細は知りません。けれども、私たちがキリストに似た者に

変えられるということは私にとって十分です。私の救い主のように変えられる、それは何とすばらしい

ことでしょう。ですから、これが私たちに告げられた奥義だったのです。キリストが再びやって来られ

るときに、世界中のすべてのクリスチャンたちは、そのときに生きているとするなら完全に変えられる

のです。そして、変化を受けて主に似た者となるがゆえに、私たちはこのキリストがやって来るという

期待のもとに生き続けなければいけないのです。神の計画の中にあって神が遅れてやって来ることはあ

りません。私たちは今まで一度もこれほどキリストの再臨に近づいた時代はないのです。世の終わりは

今やって来ています。ですから、キリストはもうすぐ私たちのためにやって来られます。そして、私た

ちを神のもとへと連れて帰ってくださるのです。何とすばらしい日でしょう、その日は！その日のため

にどうぞ準備しようではありませんか！ この朝、今、この瞬間にも！ 

２．やって来るその瞬間の説明  ５２－５７節 

パウロはここでその栄光に満ちたすばらしいときを説明します。５２節「たちまち、一瞬のうちにです。」

とあります。この「一瞬のうちに」ということばはギリシャ語の「アトモス」ということばが使われてい

ます。これは最も小さな基準、小さく切っていって、その一番小さな基準を表わすものです。何かを計

るときの最も小さな単位です。そして、この箇所の中で言われていることは、この時間の中にあって、

最も小さな単位の時間であると言うのです。この瞬間は、ほんのわずかな、何秒にも満たない時間、ミ

リ秒です。それが余りにも素早く起こるが故に、これ以上細かい時間に区切ることができない程、一瞬

のうちに起こるのです。ですから、キリストがやって来られるとき、私たちは他のことをする時間が全

くないのです。何かを準備する時間もないのです。だれかに伝道する機会もないのです。神に与えるべ

きものを今から与えようとする時間もないのです、それは一瞬のうちに起こります。ですから、私たち

はそのための準備ができた状態で生きていなければいけないのです。それがいったいどのように起こる

のか、具体的な例が挙げられています。ここでは「たちまち」と日本語に訳されていますが、これは瞬き

をするという意味です。私たちに人間にとっては目が一番速く動くものです。これは一瞬のうちに起こ

るのです。私たちがぱちっと目を閉じるその瞬間に、雷がとどろくように、余りにも早いスピードです。

だれかと話しているとしましょう、すると、次の瞬間にはキリストの前に立っているのです。皆さんは

どこかで買い物をしているかもしれないし、職場にいるかもしれませんが、突然、あなたは神の前に立

っているのです。皆さんは子どもの世話をしているかもしれません。でも、瞬きするその瞬間に私たち

の主に空のうちにあって会うのです。そして、イエスはあなたを天の家へと連れて帰ってくださるので

す。 

このことが「終わりのラッパとともに」起こるのだと言います。聖書はキリストがやって来ることをラッ



パの音とともに知らせると言っています。ラッパというのは、軍隊や政治の公式の場で使われるような

楽器です。旧約聖書の中にはときどきラッパが鳴り響くようすが記されています。そのときに神がそこ

にやって来ることを知らせるためにラッパが鳴り響くのです。また、神の民が勝利を治めたときにこの

ラッパが鳴り響きます。シナイ山の麓で、モーセが人々を導いていたときに、約束の地へと移動すると

きに、人々の前にラッパの音が鳴り響いたのです。これらのすべてはラッパの音が鳴り響くことによっ

てそこに告げられていたのです。神の御子が空に現われること、そして、神の民にとってすばらしい勝

利がそこに起こること、そして、約束の地へとクリスチャンたちが進んで行くそのことを、この世を去

って天に向かって行くその日を。ですから、パウロはラッパが鳴ると言うのです。このことをパウロは

Ⅰテサロニケ４：１６でも言います。「主は、号令と、御使いのかしらの声と、神のラッパの響きのうちに、ご

自身天から下って来られます。それからキリストにある死者が、まず初めによみがえり、」、主は号令とともに

やって来ると言います。ここでご自身が天から下って来ると言います。私が好きなのはこの「ご自身」と

いうことばです。キリストご自身がやって来てくださるのです。単に天使たちだけではないのです。彼

は旧約の預言者を私たちのために遣わすのではないのです。でも、キリストは私たちを余りにも愛して

いるが故に、ご自身、私たちのためにやって来てくださるのです。そして、天から下って来られて、そ

こには叫びがあります。キリストご自身が私たちのために叫んでくださるのです。そして、キリストの

羊たちは皆その羊飼いの声を聞き分けるのです。それが私たちの主の声だと私たちは聞くのです。そし

て、天使長の声がします。私たちを呼んで、そのときに天にラッパが鳴り響くのです。そして、主のう

ちにあって死んだ者たちが先によみがえります。この死んだ者たちというのは、すでに亡くなっている

クリスチャンたちのことです。彼らのからだがよみがえり、１７節には「次に、生き残っている私たちが、」

とこれは最後の世代のことです。「たちまち彼らといっしょに雲の中に一挙に引き上げられ、」、全世界のク

リスチャンたちが、日本にいる信者たちが、アメリカにいる信者たちとともに、どこに住んでいる信者

たちでもその人たちはともに、イエスに空の上で会うのです。そして、「空中で主と会うのです。このよう

にして、私たちは、いつまでも主とともにいることになります。」。イエスご自身がこのことをヨハネの福音

書１４：２で言いました。弟子たちの心をなごませるために、彼らの生涯の前には非常な困難がそこに

あるのを知っていた故に、先のことを告げて彼らを励まそうとしたのです。この地上での時間が短いと

きであることを思い起こさせようと、そして、彼らの前にはすばらしい永遠が待っているということ、

そして、ご自身が彼の弟子たちのために帰って来ることを。「わたしの父の家には、住まいがたくさんありま

す。」、ここで言われているのは非常に大きな家です。そこで私たちは皆、神の家族として、近い存在と

して住むのです。「もしなかったら、あなたがたに言っておいたでしょう。」とイエスは言います。「あなた

がたのために、わたしは場所を備えに行くのです。」、３節「わたしが行って、あなたがたに場所を備えたら、」、

皆さんここで気付いてください。天国というのは現実の場所なのです。大阪よりももっと現実的な場所

なのです。ここは神が実際に住まわれていて、イエスがおられて、天使たちが存在する現実の場所なの

です。そこにあなたのために場所を備えると言われます。もしキリストが私たちのために場所を備えて

くださるなら、それは何とすばらしいことでしょう。そして、言います。「また来て、」、最初にイエス

が来られたのと同じように、イエスは再び必ずやって来られるのです。そして、「あなたがたをわたしの

もとに迎えます。」、これが私たちが空中において神の前に挙げられるその姿です。「わたしのいる所に、

あなたがたをもおらせるためです。」、これが私たちにとって天国の最もすばらしい部分です。これは黄金

の道がすばらしいのではないのです、真珠の門がすばらしいのではないのです。そのすばらしさは私た

ちがキリストとともにいることができるということです。私たちはキリストを見るのです。顔と顔を合わ

せて彼を見ることができるのです。そして、彼を崇めることができるのです。私たちが交わりを持ち、

愛と献身をもって神に仕えるのです。 
だから、私たちはキリストの再臨を求めるのです。なぜなら、私たちは信仰によってキリストを愛し

ているからです。けれども、その日、私たちはキリストを見て愛するのです。そして、私たちは彼の釘

にさされたその跡を見ます。私たちのために十字架で死んでくださったことに驚きを覚えるのです。私

はキリストが再びやって来られる日を待ち望みます。なぜなら、私はキリストと永遠にともにいたいか

らです。これがラッパの音が鳴り響くときに私たちに待っているものです。このラッパは私たちが予期

しないときに鳴ります。そして、突然、大きな音で、非常に劇的な形で、そのときに死んだ者たちは朽

ちることのないからだをもってよみがえるのです。一瞬のうちにです。イエスはヨハネ５：２８で「この

ことに驚いてはなりません。」と言いました。たとえ、これがどれ程奇跡的で信じられないことであっても、

驚いてはいけないとイエスは言うのです。ときがやって来る、神がみこころの故に、その主権の故に、

定めたときがやって来る、そのときは今すぐにやって来るのです。そのときに「墓の中にいる者がみな、

子の声を聞いて出て来る時が来ます。」、そして、５９節「善を行なった者は、よみがえっていのちを受け、」、



全世界のあらゆるところで墓が開きます。そして、信徒のからだはそこからよみがえって来ます。そし

て、朽ちることのないからだをもって、二度と死ぬことのない状態で天に上げられるのです。私は何度

も墓での礼拝を持ちました。棺が土の中に埋められて行くのを見ました。そこには未信者たちが立って

います。そして、そのとき私は喜びをもって告げるのです。「このからだを棺に入れて土に埋めることと

いうのはほんの一瞬の出来事なのです。なぜなら、私たちの救い主、主イエス・キリストはやって来ら

れるからです。そして、このからだのためにイエスがやって来てくださる、そして、この墓は開いてこ

のからだは朽ちないからだへと変えられる、このからだは二度と死ぬことのないからだとなる、これが

私たちの前にあるすばらしい希望です。そのとき、私たちは愛するすでに亡くなった人たちともう一度

いっしょになるのです、私たちは彼らとともになることができるのです。」と。Ⅰコリント１５：５２の

最後で「私たちは変えられるのです。」と、このことは、私たち最後に生きている世代のクリスチャンのこ

とです。私たちはイエス・キリストの似姿へと変えられるのです。 

Ⅰヨハネ３：２は、キリストが現われるときに、私たちはキリストに似た者に変えられる、なぜなら、

そのときに私たちはキリストのありのままの姿を見るからとあります。「愛する者たち。私たちは、今すで

に神の子どもです。後の状態はまだ明らかにされていません。しかし、キリストが現われたなら、私たちはキリス

トに似た者となることがわかっています。なぜならそのとき、私たちはキリストのありのままの姿を見るからで

す。」。この一瞬のときに、この瞬間に、聖化という私たちが進んでいるものは栄化に変わるのです。私

たちのうちによい働きを始められた方はとピリピ１：６にあるように、神が始められたものを完成され

るのです。「あなたがたのうちに良い働きを始められた方は、キリスト・イエスの日が来るまでにそれを完成さ

せてくださることを私は堅く信じているのです。」。だから、５３節で「朽ちるものは、必ず朽ちないものを着

なければならず、」と、これはキリストにあって死んだ者たちのことを指します。墓の中にあって朽ち果

てて行くこのからだのことを表わしています。それが「朽ちないものを」身につけると言います。この「着

る」ということばは服を着るということばが使われています。彼らは自分たちでそれを着るのではない

のです、これは受け身の形です。キリストによって彼らは服を着せてもらえるのです。復活のからだと

いうすばらしいからだを。もう二度と朽ちることのないものへと。「死ぬものは、」、ここで言っている

のは、キリストがやって来られるときに生きている人たちのことです。彼らは「必ず不死を着なければな

らないからです。」と、この「不死」ということばは、決して死ぬことがなく、決して朽ちることがないと

いうことです。この瞬間にこれらすべてのことが起こるのです。 

ピリピ３：２１、キリストがやって来られるときに、「…私たちの卑しいからだを、ご自身の栄光のから

だと同じ姿に変えてくださるのです。」、キリストが変えてくださるのです。私たちが年をとればとる程、

私たちのからだはより卑しいからだへと変わって行きます。私たちは年をとり、そして、弱くなって行

きます。私たちのからだはこの状態のままで居続けることはできません。けれども、キリストがやって

来られるときに、キリストはこの卑しいからだを変えてくださるのです。イエス・キリストの栄光のか

らだと同じものへと変えてくださるのです。神の力を示されるによって、万物をご自身に従わせること

ができるそのすばらしい力によって。何とすばらしい、超自然的な神しか持つことができない力の現わ

れでしょう。私は、どうしてある人たちが聖書に書かれてある奇跡を信じることができないのか分かり

ません。彼らはイエスが水をぶどう酒に変えたその事実につまずくのです。また、彼らは大祭司しもべ

の耳をとってその耳をくっつけたことに驚くのです。しかし、この神が為してくださることに比べれば

このようなことは小さなことに過ぎません。あらゆるクリスチャンたちが、その同じ一つの瞬間に皆が

天に挙げられて、皆のからだが変えられて、皆のたましいが変えられて、そして、すべての墓が開いて、

すべてのクリスチャンのからだがよみがえって来るのです。何とすばらしい奇跡でしょう。なんとすば

らしい神を私たちは持っているのでしょう。何とすばらしい救い主を得ているのでしょう。このすばら

しいからだで私たちは天においてあらゆることができるのです。今、私たちは神のために多くのことを

したいと思っているかもしれませんが、私たちのからだはに限りがあります。私が飛行機でここに来た

としても、私のからだは疲れきっています。だから、私の心にあるすべてのことを為すことはできませ

ん。私の心では、いつも毎日、毎時間、メッセージを語り続けたいと思います。けれども、私のからだ

は卑しい状態なのです。私のたましいは願っているけれど、私のからだは弱々しいのです。けれども、

私たちが天に行くとき、私たちは最後にやっと限界のないからだをもつことができるのです。そして、

私たちの心の中にあるあらゆることをすることができるようになるのです。私たちは毎日、神をずっと

崇め続けることができるのです。そこで私たちは毎日ずっと神に仕え続けることができるのです。私た

ちはお互いにすばらしい交わりを毎日もち続けることができるのです。そこで神のすべての被造物を見

ることができ、全世界を見ることができるのです。 

皆さん覚えていますか？イエスが復活されたその日、その晩、弟子たちは二階の部屋に集って、イエ



スの復活のからだを見ました。そのとき、イエスは壁を通り越して突然現われたのです。また、二人の

弟子たちがエマオに向かっていたその途上で、突然イエスがそこに現われたのです。イエスの復活のか

らだには限界はありませんでした。私たちが天に行ったときのことを考えてください。私たちには超自

然的なからだが与えられているのです。決して疲れることなく決してたゆむことのないからだ、そして、

私たちの心は聖さのうちにあって完全なものになるのです。そして、私たちの心の中でやりたいと願っ

ていることを私たちはすることができるからだを遂にもつことができるのです。その日は何とすばらし

い日でしょう。 

１５：５４「しかし、朽ちるものが朽ちないものを着、死ぬものが不死を着るとき、「死は勝利にのまれた。」

としるされている、みことばが実現します。」、これはもうすでに死んでいる者も、そして、そのときに生

きている者も含んでいます。記されているみことばが実現するというのです。その瞬間にこの成就が起

こるのです。パウロはここでイザヤ書２５：８を引用します。「永久に死を滅ぼされる。」→「死は勝利にの

まれた。」。この勝利はイエス・キリストの勝利です。今この瞬間、もしかすると死が勝利を治めているか

のように見えるかもしれません。まるで信徒たちが死によって打ちのめされているかのように見えるか

もしれません。信徒たちは死に、そのからだは墓に入れられるのです、まるで死が勝利者のように見え

るかもしれません。信徒たちが敗れているかもしれません。でもそのとき、それらはすべてが逆転する

のです。この瞬きにも満たない一瞬に、すべての状況の中にあって、死は完全な敗北を帰するのです。

そして、私たちのからだは偉大な勝利を経験するのです。死はキリストの勝利にのみこまれるのです。 

そして、５５節、パウロはホセヤ書１３：１８を引用します。「わたしはよみの力から、彼らを解き放ち、

彼らを死から贖おう。死よ。おまえのとげはどこにあるのか。よみよ。おまえの針はどこにあるのか。あわれみは

わたしの目から隠されている。」→「死よ。おまえの勝利はどこにあるのか。死よ。おまえのとげはどこにあるの

か。」、ここでパウロは死を嘲っているのです。死をからかっているのです。死は余りにも圧倒的な形で

キリストが再びやって来られるときに敗北を帰するから。墓はキリストにあって死んだ者たちを出して

行きます。そして、そのとき生きているクリスチャンたちは一度も死を経験することなく過ごすのです。 

その瞬間に、人間の最大の敵であった死は圧倒的な形で敗れ、私たちはイエス・キリストのうちに勝利

者となるのです。彼の勝利は私たちの勝利となります。その日に、主の栄冠は私たちの栄冠となります。 

 ５６節「死のとげは罪であり、」、この「とげ」はキリストによって取り除かれ、墓の中で奪い取られま

す。そして、私たちの「罪の力は律法です。」と言います。なぜなら、この律法が罪がどのようなものか

を具体的に表わすからです。この律法が罪の力を出すからです。なぜなら、律法によって私たちが比べ

られるときに、私たちは皆罪を犯し神の栄光に満たないからです。そして、罪の報いは死なのです。そ

れゆえに、罪を犯すたましいは間違いなく死を経験するのです。ですから、このような意味において罪

の力というのは律法なのです。けれども、５７節でキリストが最後にひとこと、きちんと言ってくれる

と言います。罪が満ちあふれたときに神の恵みはもっと豊かに溢れていると言います。罪がキリストの

死によって敗れたことよりも、キリストのその勝利はそれよりはるかにすばらしい勝利だと言います。

５７節では「しかし、神に感謝すべきです。神は、私たちの主イエス・キリストによって、私たちに勝利を与え

てくださいました。」、これは罪に対する、死に対するあらゆる分野における完全な勝利なのです。部分

的な勝利ではなくて完全な勝利なのです。この勝利というのは、（１）私たちが救われたその瞬間から起

こったものです。そして、義の教理のゆえに、私たちが新しく生まれたその瞬間から、私たちは新しい

者に変えられたのです。義なる者とされ、そして、罪のその罰から私たちは勝利したのです。キリスト

のうちにいる者に対してもうすでにのろいはないのです。（２）私たちのそのクリスチャンとしての人生

すべてにおける勝利でもあります。私たちの聖化の中には勝利があるのです。神は私たちの人生にある

罪の力に勝利する力を備えてくださっているのです。ですから、私たちは今徐々にキリストの似姿にな

るように変えられ続けているのです。けれども、それらすべては十分ではありません。最終的な勝利の

形というのが私たちの前にまだあるのです。（３）それは完全な勝利です。キリストがやって来るそのと

きに。私たちのその栄光が私たちに与えられるその瞬間がやって来るのです。そして、その瞬間、私た

ちは完全に罪の臨在から解かれるのです。そのときに私たちのうちにはもう罪が完全になくなってしま

うのです。ですから、キリストがやって来られるときに、そこにはキリストの勝利の完成を見ることが

できるのです。これらすべてのことがこの瞬間に起こるのです。これがここでパウロが告げていること

です。 

３．私たちの働きが堅固とされる  ５８節 

 ５８節「ですから、私の愛する兄弟たちよ。堅く立って、動かされることなく、いつも主のわざに励みなさい。

あなたがたは自分たちの労苦が、主にあってむだでないことを知っているのですから。」、ここでは私たちの働

きが励まされている姿が記されています。このようにキリストがやって来ることを考えるなら、このよ



うな勝利があることを知るなら、私たちの毎日の生活はどのような影響を受けなければならないでしょ

う？５８節は聖書の中でもすばらしいみことばのひとつであると思います。新約聖書の中に見ることが

できる偉大な教えの多くは、キリストが再びやって来るその再臨の教えの直後に出て来ます。これがそ

のうちのひとつです。「ですから、私の愛する兄弟たちよ。」、この「ですから」ということばは、これま

で語ってきたことを含みます。このように奥義が告げられた訳ですから、このようにこの瞬間が説明さ

れた訳だから「私の愛する兄弟たちよ。」と、そして、彼はこの信徒たちに対して暖かい心で、まるで手を

回りに囲んで自分の元にひき寄せるかのように、そして、パウロは皆さんに対してもこの手を差し伸べ

るのです。皆さんを自分の元に真理の元に引き寄せようとしているのです。「私の愛する兄弟たちよ。」、

皆さん見てください。「堅く立ちなさい」と、皆さんがキリストに仕えているその働きを止めてはいけな

いと言います。「堅く立つ」というのは、忍耐をもって我慢してしっかりとやり続けることです。このこ

とばがもっている意味は、座っているという意味です。神が置かれているその場所にしっかり根ざして

いるということです。碇を下ろして、神のみことばのうちにしっかりと根ざしていることをいっていま

す。私たちは堅く立っていなければなりません。クリスチャンの生涯というのはマラソンです、それは

５０メートル走が何度も続くものではありません。私たちはキリストが再びやって来るまで、堅く立っ

て走り続けなければならないのです。そして、パウロは「動かされること」がないようにしなさいと言い

ます。神が置かれたところから動くなと言うのです。あなたが置かれているその働きから逃げ出しては

いけない、間違った教理によって動かされてはいけない、海の波のように行ったり来たりするようなも

のであってはいけないと言うのです。キリストの再臨の真理は私たちが動くことのない者になりなさい

と言います。キリストが再びやって来るときに、皆さんは聖化の中にしっかりと根ざしている者であっ

てほしいのです。神の前に動くことのないように。神の働きをするにあたって動かされることのない者

として。 

 そして、その次に言うことは「いつも主のわざに励みなさい。」、私はこのことばを心から愛しています。

この「いつも」ということばは、継続的にずっとという意味です。「励みなさい」といわれているその意味

は、与えられているその条件よりもさらに上のことをやれという意味があります。今、この時代は神の

働きにおいて一歩下がっている時代ではないのです。この時代は私たちは神のためにもっとしていなけ

ればならないのです。なぜなら、キリストはもうすぐやって来られるからです。私たちが今までやって

来た以上にやらないといけないのです。私たちができるよりもさらに多くをやらなければいけないので

す。なぜなら、キリストがもうやって来るから。イエスがやって来られるときにやろうとすることがあ

るとするなら、今日、それをしなければならないのです。そして、キリストが事実再びやって来るその

日までそれを止めてはいけないのです。たとえ、それが何であったとしても私たちはそれをさらにやら

ないといけないのです。それがここで言っていることの意味です。 

 マッカーサ先生はこんなことを言います。「多くのクリスチャンたちに何とすばらしいことばをパウロ

は告げているのでしょう。一生懸命働き、一生懸命仕え、一所懸命苦しんでいるその人たちに対して。

彼らの働きがどれ程小さな働きであったとしても。いったい、私たちはどうしてわずかなことで満足す

ることができるのでしょう？この世の小さな事柄に満足してしまうなんて。」と。彼は言います。「どう

して私たちは楽にすることなどできるのでしょう。私たちの周りにいる人たちが霊的に死んだ状態であ

るにも関わらず。彼らには励ましが必要で福音が必要であるにも関わらず。いったい、どのクリスチャ

ンが言うことができるのでしょう？『私は十分私の務めを果たした。私の務めは十分やりました。だか

ら、他の人たちにその働きをさせましょう』と。」 

今こそが神の働きをもっとやるときなのです。だから、５８節でパウロは言います。「あなたがたは自

分たちの労苦が、主にあってむだでないことを知っているのですから。」と。皆さん、どんなに小さな働きで

あったとしても、どうでもいいことのように見えることであっても、もし、主にあってそれがなされる

のなら、それは無駄な働きではないのです。この「むだ」というのは、空っぽ、何にもないという意味で

す。キリストがやって来られるときに、キリストは私たちのために報酬をもって来られるのです。私た

ちの王国のための働きのためにキリストは奉仕をし、それを私たちに与えてくれるのです。この「労苦」

ということばですが、これはものすごく大変な働きという意味です。疲れ果てて倒れてしまう程の働き

です。これが、私たちがキリストに仕える仕え方です。私たちの心すべて、私たちの力すべて、私たち

の思いすべてを尽くして。これらすべてのことのゆえに、私たちはまず期待をし続けなければいけませ

ん。私たちはキリストの再臨を待ち望まないといけないのです。私たちは空を見上げ続けなければいけ

ません。上を見続けなければいけません。なぜなら、私たちのあがないの日は近いからです。 

ですから、私たちは励まされなければなりません。最善はこれからやって来るのです。この世界はま

だ一時的なものです。私たちは今、取り残されたわずかな者かもしれませんが、キリストは私たちのた



めにやって来てくださっているのです。そして、私たちは天に上げられて主に会う日が来るのです。そ

こには、何千、何百、何億というクリスチャンの人たちとともにいる日がやって来るのです。それから

私たちはキリストの働きのゆえに励まされていなければいけません。そして、最後に私たちは熱心でな

ければいけません。この真理というものは私たちの心を燃やさないといけないのです。私たちのたまし

いを燃えたぎらせないといけないのです。この真理というのは私たちの心をものすごく励まして行かな

ければなりません。なぜなら、キリストはあなたのためにやって来られるからです。クリスチャンのあ

るひとりの男性が道に立っていたそうです。その横に未信者の人が立っていました、車がその横を通っ

て行ったのです。その車の後ろにステッカーが貼ってありました。そこには「マラナサ」と書いてあり

ました。未信者がクリスチャンに質問しました。これはどんな意味ですか？クリスチャンがその人に言

ったのは「マラナサというのは、主がやって来られるという意味です。」と。未信者は「ああ、私はその

ことを信じません。」と言いました。クリスチャンはその時に「なぜなら、キリストはあなたのためにや

って来ないからですよ。」と答えました。 

 私は皆さんに聞きたいのです。イエスはあなたのためにやって来られますか？イエスがラッパの音と

ともにやって来られるとき、私は是非キリストのうちに見つけられたいと思います。キリストの義によ

ってのみ着飾られて、神の御座の前に傷のない者として見出され、キリストというすばらしい堅い岩の

上に立って、それ以外の地は全て沈んでいく砂のようなものだからです。 

皆さんは、イエス・キリストを知っていますか？ 単にキリストについて知っているだけでなく、あ

なたはキリストを知っておられますか？ 皆さんはキリストに罪を告白しましたか？ あなたは自分の

罪を悔い改めましたか？ 自分の人生をキリストに明け渡しましたか？ あなたは自分の心すべてでイ

エスを信じましたか？ キリストを私の主と告白しましたか？ 神が彼を復活させたと思いますか？ 

すべてキリストを信じる者はキリストのうちにあって主の前に天において復活させられるのです。そし

て、すべての未信者は取り残されます。非常に大きな患難を通って。この瞬間にキリストを信じてくだ

さるように。もし、皆さんが救われているならば、どうぞ、常にキリストの働きに満ちあふれているよ

うに。どうぞ、皆さんの先生の所に行って、もっと私に働きをくださいと言ってください。皆さんがこ

の大阪にあってキリストのために働きを為してください。私ができる限り多くの人たちをキリストとと

もに天に連れて行くことができるように。私ができることを私はしなければなりません。私がしなけれ

ばならないことは、私はキリストの恵みによって必ず為します。皆さんに神の祝福がありますように。 

 祈りましょう、神様、あなたがあなたの御子を私たちのために再び遣わしてくださることを感謝しま

す。私たちは確かに最後の日に生きています。どうぞ、私たちがキリストの再臨のときに準備ができて

いる者と認めてくださるように。どうぞ、この教会がこの世界にあって灯台となるように。そして、こ

こにいるクリスチャンたちを用いてください。どうぞ、彼らが堅く立って動かされることがないように。 

主の働きにおいてそれがなされるように。イエス様の御名によって祈ります。アーメン。 


